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ＧＩＧＡスクール端末等

納入場所：市内各小中学校

【主な仕様】

品名 規格、仕様等 数量

タブレット 品名 HP Fortis Flip G1m 11 Chromebook 1,029台
パソコン

幅 ２９３mm

奥行き １９９．５mm

高さ １９．６５mm

重量 １．１９kg

ＯＳ ChromeOS

プロセッサー MediaTek Kompanio 520 プロセッサー

メモリ ４GB

ストレージ ３２GB

ディスプレイ １１．６インチ タッチパネル対応

無線通信機能 IEEE802.11ax以上対応

タッチペン HP USIリチャージブルペン

その他機能 Webカメラ

日本語対応キーボード（防滴機能付）

ソフトウェア Google GIGA License 1,029ライ
センス
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所
管
事

務
調

査
資

料
【
教

育
委

員
会
】

事
業

概
要

現
状

問
題

点

対
応

策

✔
令

和
５

年
度

の
夏

に
む

つ
市

史
上

初
の

猛
暑

日
を

観
測

し
た

ほ
か

、
熱

中
症

ア
ラ

ー
ト

の
発

令
に

よ
り

休
校

措
置

が
講

じ
ら

れ
た

。
児

童
生

徒
の

健
康

上
の

危
険

を
回

避
し

、
安

全
な

教
育

環
境

を
確

保
す

る
た

め
、
市

内
全

小
中

学
校

の
普

通
教

室
等

に
冷

房
設

備
を

設
置

す
る

こ
と

と
し

た
。

✔
総

工
事

費
５

億
7

,6
5

5
万

5
,1

0
0

円
財

源
内

訳
地

域
振

興
基

金
４

億
6

,6
0

4
万

0
,3

1
0

円
学

校
教

育
施

設
等

整
備

事
業

債
１
億

0
,4

9
0

万
5

,1
0

0
円

一
般

財
源

5
6

1
万

4
,7

9
0

円

✔
キ

ュ
ー

ビ
ク

ル
容

量
が

不
足

し
て

い
る

た
め

、
ポ

ー
タ

ブ
ル

ク
ー

ラ
ー

を
一

斉
に

点
け

る
と

停
電

と
な

る
。
そ

の
た

め
、
学

校
全

体
の

活
用

状
況

を
精

査
し

な
が

ら
の

運
用

と
な

る
。

✔
設

置
し

た
エ

ア
コ

ン
は

家
庭

用
の

た
め

耐
用

年
数

が
低

い
（６

年
）
。
ポ

ー
タ

ブ
ル

ク
ー

ラ
ー

は
そ

れ
よ

り
も

寿
命

が
短

い
と

さ
れ

て
い

る
。
故

障
し

た
際

に
修

理
す

る
よ

り
本

体
購

入
と

し
た

方
が

安
価

で
あ

る
た

め
、
定

期
的

に
入

替
コ

ス
ト

が
生

じ
る

。

✔
キ

ュ
ー

ビ
ク

ル
容

量
は

、
電

源
必

要
量

を
精

査
し

て
、
増

設
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、
学

校
全

体
で

の
運

用
に

余
裕

幅
を

持
た

せ
る

必
要

が
あ

る
。

✔
エ

ア
コ

ン
及

び
ポ

ー
タ

ブ
ル

ク
ー

ラ
ー

は
故

障
率

を
見

込
み

、
定

期
的

に
修

繕
及

び
入

替
を

実
施

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。
こ

れ
に

よ
り

、
教

育
環

境
に

影
響

を
与

え
ず

に
運

用
さ

れ
る

。
し

か
し

、
補

助
の

活
用

が
難

し
い

こ
と

か
ら

財
政

負
担

は
大

き
い

。

✔
エ

ア
コ

ン
設

置
台

数
：
小

学
校

3
０

6
台

、
中

学
校

１
６

９
台

✔
ポ

ー
タ

ブ
ル

ク
ー

ラ
ー

等
台

数
：
小

学
校

１
６

１
台

、
中

学
校

１
４

９
台

（
ウ

ィ
ン

ド
ウ

ク
ー

ラ
ー

含
む

）

✔
設

置
場

所
：エ

ア
コ

ン
は

全
て

の
普

通
教

室
に

設
置

済
ポ

ー
タ

ブ
ル

ク
ー

ラ
ー

等
は

特
別

教
室

（
特

別
支

援
教

室
、
音

楽
室

、
理

科
室

等
）
に

優
先

し
て

設
置

し
て

い
る

。
な

お
、
優

先
順

位
は

学
校

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
に

よ
り

決
定

１
）
小
中

学
校
に

お
け

る
エ
ア

コ
ン

の
設

置
状
況

に
つ

い
て
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事
業

概
要

現
状

問
題

点

対
応

策

✔
児

童
生

徒
1
人

1
台

端
末

と
校

内
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
、

個
別

最
適

化
さ

れ
た

IC
T

教
育

を
推

進
す

る
。

✔
端

末
台

数
は

全
5

,6
7

8
台

（
児

童
生

徒
3

,1
8

7
台

、
予

備
・

廃
棄

予
定

2
,4

9
1
台

）。
市

内
全

児
童

生
徒

に
配

布
済

。

✔
令

和
２

年
度

か
ら

配
備

し
た

端
末

に
つ

い
て

、
令

和
７

年
度

か
ら

順
次

更
新

中
で

あ
り

、
令

和
１
０

年
度

で
更

新
完

了
予

定
。

○
令

和
７

年
度

１
,５

２
８

台
（
小

学
校

７
１
１
台

、
中

学
校

８
１
７

台
）

○
令

和
８

年
度

１
,0

2
9

台
（
小

学
校

4
9

7
台

、
中

学
校

5
3

2
台

）
○

令
和

９
年

度
7

7
1
台

（
中

学
校

7
7

1
台

）
○

令
和

１
０

年
度

3
6

5
台

（
中

学
校

3
6

5
台

）

✔
端

末
の

購
入

に
つ

い
て

は
、
「
青

森
県

公
立

学
校

情
報

機
器

等
整

備
事

業
費

補
助

金
」
を

活
用

し
て

い
る

。
本

補
助

金
の

交
付

率
は

３
分

の
２

。

✔
令

和
８

年
度

学
校

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

等
管

理
業

務
委

託
契

約
金

額
２

９
,１

２
８

,０
０

０
円

✔
令

和
８

年
度

G
IG

A
ス

ク
ー

ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
機

器
更

新
業

務
委

託
契

約
金

額
4

7
,3

0
0

,０
０

０
円

✔
児

童
生

徒
1
人

1
台

端
末

を
活

用
し

た
IC

T
教

育
の

規
模

や
頻

度
が

大
き

く
増

加
し

た
こ

と
に

よ
り

、
常

に
安

定
稼

働
が

求
め

ら
れ

、
新

し
い

IC
T

環
境

の
運

用
に

伴
う

学
校

現
場

お
よ

び
教

育
委

員
会

の
業

務
負

担
が

増
加

し
て

い
る

。

✔
G

IG
A

ス
ク

ー
ル

端
末

の
整

備
に

は
補

助
金

が
活

用
で

き
る

一
方

で
、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
管

理
・
機

器
更

新
委

託
料

に
は

国
や

県
か

ら
の

支
出

金
等

が
な

く
、
全

額
を

市
の

一
般

財
源

（
単

費
）
で

賄
う

計
画

と
な

っ
て

お
り

、
財

政
負

担
が

大
き

い
。

✔
IC

T
支

援
員

と
の

連
携

を
強

化
し

、
定

期
的

な
情

報
共

有
や

課
題

整
理

を
行

う
こ

と
で

、
新

た
な

IC
T

環
境

に
も

円
滑

に
対

応
で

き
る

体
制

の
強

化
を

図
る

。

✔
国

の
補

助
制

度
や

交
付

金
に

つ
い

て
も

継
続

的
に

情
報

収
集

し
、
活

用
可

能
な

財
源

を
積

極
的

に
検

討
す

る
。

所
管
事

務
調

査
資

料
【
教

育
委

員
会
】

２
）
小
中

学
校
に

お
け

る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の

取
組

状
況
に

つ
い

て
（
G
IG
A
ス

ク
ー
ル

端
末

等
）
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事
業

概
要

✔
○

タ
ブ

レ
ッ

ト
活

用
講

座
の

開
催

、
学

校
へ

の
随

時
訪

問
を

通
し

て
、
電

子
黒

板
や

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

の
使

用
方

法
に

つ
い

て
講

義
・
演

習
を

行
っ

て
い

る
。

○
保

護
者

の
携

帯
電

話
等

の
テ

ザ
リ

ン
グ

機
能

を
使

用
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
こ

と
、
長

期
休

業
中

に
公

共
施

設
に

W
i-

F
i環

境
を

整
え

る
こ

と
を

周
知

し
て

い
る

。

✔
○

電
子

黒
板

3
５

台
市

内
小

・
中

学
校

1
５

校
○

大
型

モ
ニ

タ
ー

３
9

台
市

内
小

・中
学

校
１
８

校
電

子
黒

板
及

び
大

型
モ

ニ
タ

ー
は

、
教

材
の

投
影

な
ど

に
活

用
○

サ
イ

ネ
ー

ジ
（
電

子
看

板
）
1
6

台
校

内
小

・
中

学
校

1
6

校
学

校
の

玄
関

、
教

室
な

ど
で

案
内

掲
示

や
学

習
教

材
の

投
影

な
ど

に
活

用
上

記
全

９
０

台
５

５
，
１
９

７
，
０

０
０

円
（
う

ち
６

割
が

補
助

金
）

現
状

問
題

点

✔
○

教
員

の
得

手
不

得
手

に
よ

っ
て

活
用

頻
度

が
異

な
る

。
○

家
庭

の
W

i-
F
i環

境
に

よ
っ

て
持

ち
帰

っ
た

際
の

活
用

方
法

が
制

限
さ

れ
る

。
○

電
子

黒
板

及
び

大
型

モ
ニ

タ
ー

の
整

備
率

は
5

0
％

弱
に

留
ま

っ
て

い
る

。
す

べ
て

の
教

室
に

整
備

す
る

た
め

に
は

、
ま

と
ま

っ
た

財
源

が
必

要
と

な
る

。
○

Ａ
Ｉド

リ
ル

に
つ

い
て

は
、
各

学
校

の
実

態
が

異
な

る
た

め
、
ニ

ー
ズ

も
多

様
で

あ
る

。
各

学
校

の
実

態
に

合
わ

せ
た

Ａ
Ｉド

リ
ル

等
の

整
備

を
考

え
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

対
応
策

✔
導

入
ソ

フ
ト

ウ
エ

ア
○

ミ
ラ

イ
シ

ー
ド

（
A

Iド
リ

ル
）

市
内

全
小

学
校

２
～

６
年

生
2

,4
2

３
,０

０
０

円
授

業
、
補

充
学

習
、
家

庭
学

習
に

お
け

る
ド

リ
ル

学
習

○
ロ

イ
ロ

ノ
ー

ト
ス

ク
ー

ル
市

内
全

小
・
中

学
校

３
,０

９
５

,０
０

０
円

考
え

の
表

現
及

び
共

有
、
双

方
向

の
授

業
展

開
○

C
a
n

v
a
（
キ

ャ
ン

バ
）

市
内

全
小

・
中

学
校

教
育

版
の

た
め

無
償

考
え

の
表

現
及

び
共

有
、
A

I機
能

に
よ

る
画

像
編

集
な

ど
○

A
d

o
b

e
 E

x
p

re
s
s
 

市
内

全
小

・
中

学
校

教
育

版
の

た
め

無
償

考
え

の
表

現
及

び
共

有
、
A

I機
能

に
よ

る
画

像
編

集
な

ど

所
管
事

務
調

査
資

料
【
教

育
委

員
会
】

２
）
小
中

学
校
に

お
け

る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の

取
組

状
況
に

つ
い

て
（
備

品
・

ソ
フ

ト
ウ
エ

ア
等

）
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報
告
第
十
一
号 

参
考
資
料 
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                          む 教 生 第 11 6 号 

令和 8 年 6 月 29 日 

 

 

青森県教育委員会 

 教育長  風張 知子  様 

 

 

むつ市教育委員会      

教育長  阿部 謙一   

 

 

 天然記念物下北半島のサルおよびサル生息北限地 

現状変更（捕獲）許可申請について（進達） 

  

 

標記の件について、むつ市長より提出された文書を別添のとおり、文化庁長官あて

に進達いたしますので、よろしくお取り計らい願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当:むつ市教育委員会 生涯学習課     

森田 賢司             

℡: 0175-31-1188          

FAX: 0175-24-1912              

Mail: morita_kenji@city.mutsu.lg.jp 
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                          む 教 生 第 11 6 号 

令和 8 年 6 月 29 日 

 

 

 文化庁長官  伊藤 学司  様 

 

 

青森県むつ市教育委員会   

教育長  阿部 謙一   

 

 

 天然記念物下北半島のサルおよびサル生息北限地 

現状変更（捕獲）許可申請について（進達） 

  

 

令和 8 年 6 月 24 日付、む農林第 159 号で、天然記念物下北半島のサルおよびサル生

息北限地の現状変更（捕獲）について、むつ市長より許可申請が提出されましたので、

当教育委員会の所見を付して、別添のとおり進達します。 

 

 

記 

 

 

・むつ市教育委員会の所見 

 今回の捕獲は、第 3 次第二種特定鳥獣管理計画(下北半島のニホンザル)に基づき、

加害群除去等の捕獲を行うものである。この計画については、「下北半島ニホンザル対

策評価科学委員会」で承認を受けている。また、捕獲後の殺処分した個体についても、

学術調査に資する配慮がなされており、申請内容は妥当と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当:青森県むつ市教育委員会 生涯学習課  

森田 賢司             

℡: 0175-31-1188          

FAX: 0175-24-1912              

Mail: morita_kenji@city.mutsu.lg.jp 
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む農林第 １５９ 号

令和８年６月２４日

むつ市教育委員会

教育長 阿 部 謙 一 様

むつ市長 山 本 知 也

（ 公 印 省 略 ）

天然記念物下北半島のサルおよびサル生息北限地

現状変更許可申請書の進達方について

このことについて、文化財保護法第１２５条第１項の規定により、別紙のとおり提

出しますので、文化庁への進達方について、お願いいたします。

〒 035-8686 むつ市中央一丁目８番１号

担当 ：むつ市農林水産部農林畜産課

主任 相内

TEL ：0175-22-1111 内線 2626

FAX ：0175-22-1373

E-mail：nourin@city.mutsu.lg.jp
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む農林第１５９号 
令和８年６月２４日 

 
文化庁長官 伊藤 学司 殿 
 
 

青森県むつ市中央一丁目８番１号   
むつ市長  山 本  知 也    

                           （ 公 印 省 略 ） 
 

天然記念物下北半島のサルおよびサル生息北限地現状変更許可申請書 
 

文化財保護法第１２５条第１項の許可を受けたいので、下記のとおり申請します。 
 

記 
 
１．天然記念物の名称  

天然記念物下北半島のサルおよびサル生息北限地 
 
２．指定年月日  

昭和４５年１１月１１日 
 
３．天然記念物の所在地   

青森県むつ市及び下北郡 
 
４．所有者の氏名住所  

日本国 
 
５．権限に基づく占有者の氏名又は名称及び住所  

なし 
 
６．管理団体がある場合は、その氏名又は名称及び住所  

なし 
 
７．管理責任者がある場合は、その氏名又は名称及び住所  

なし 
 
８．許可申請者の氏名及び住所又は名称及び代表者の氏名並びに事務所の所在地 
  上記申請者のとおり 
 
９．史跡、名勝又は天然記念物の現状変更又は保存に影響を及ぼす行為（以下、「現状変更等」

という。）を必要とする理由 
      下北半島に生息するニホンザルは、個体群・個体数の増加による群れの分裂化及び行動域

の拡大に加えて、耕作地への定着化など、農作物への被害が後を絶たない状況にある。 
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   また、人家周辺にも定着し、人的被害・人家侵入被害及び生活環境被害の発生や地域住民

に対する威嚇など、精神的被害が発生し、地域住民との軋轢が生じている。 
   過去には青森県第２次特定鳥獣保護管理計画及び青森県第３次特定鳥獣保護管理計画に基

づき平成２０年１２月１２日付け２０委庁財第４の１４７４号、平成２２年２月１９日付け

受庁財第４の８９２、平成２３年２月２８日付け２２受庁財第４の１９７７、２４受庁財第

４号の４５０、２５受庁財第４号の１０４６、２７受庁財第４号の３８４，２９受庁財第４

号の４２９及、元受文庁第４号の７０４、３文庁第３８９号、５文庁第１８９２号及び６文

庁第１７０２号により文化庁から許可を受け、捕獲し、個体数調整及び加害群除去等をして

きたところである。 
   今年度は、令和３年度３月策定の第３次第二種特定鳥獣管理計画（下北半島のニホンザル）

を指針としながら、市町村管理事業計画を策定し個体数調整及び加害群除去によるニホンザ

ル被害への対応を図り、下北半島に生息するニホンザルの生息環境の保持と住民生活の安心

・安全を図るものである。 
   実施するにあたり、当市において、ニホンザル管理事業実施計画書案を作成し、令和８年

６月２日に開催された「下北半島ニホンザル対策評価科学委員会」では、特段の指摘事項が

なく、令和８年度市町村管理事業実施計画について承認された。 
 
１０．現状変更等の内容及び実施方法 
        捕獲に当たっては、箱わな又は麻酔銃を使用し、天候・周囲の安全を十分に確認しなが 

   ら実施する。 
    捕獲後は、炭酸ガス又は電気槍により殺処分し、標本として利用し北里大学が学術研究

を行う。提供終了後は焼却又は埋葬処理。 
 
捕獲予定群れ名 

 
生息頭数 

 
捕獲予定頭数 

 
備  考 

 
Ｋｏ２－Ａ群 

 
５７頭＋α 

 
５７頭 

 
 加害群除去 

 
Ｋｏ２－Ｂ群 

 
３６頭＋α 

 
３６頭 

 
 加害群除去 

 
Ｓ１－Ａ群 

 
２３頭＋α 

 
２３頭 

 
加害群除去 

 
Ｓ１－Ｂ群 

 
３２頭＋α 

 
３２頭 

 
加害群除去 

 
Ｏｓ１群 

 
６３頭＋α 

 
６３頭 

 
 加害群除去 

 
Ｍ２－Ｂ１群 

 
２４頭＋α 

 
２４頭 

 
加害群除去 

 
Ｍ２－Ｂ２群 

 
２６頭＋α 

 
２６頭 

 
加害群除去 

 
Ａ２－８５群 

 
１８頭＋α 

 
１８頭 

 
 加害群除去 

 
Ａ８７－Ａ群 

 
７１頭＋α 

 
７１頭 

 
  加害群除去 
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Ｏ１－Ａ群 

 
４４頭＋α 

 
４４頭 

 
 加害群除去 

 
Ｏ２－Ｂ群 

 
２９頭＋α 

 
２９頭 

 
 加害群除去 

 
Ａｂ１群 

 
５９頭＋α 

 
５９頭 

 
加害群除去 

 
Ａｂ２群 

 
１１頭＋α 

 
１１頭 

 
加害群除去 

 
Ｉ２－Ａ１群 

 
２１頭＋α 

 
 ６頭 

 
 個体数調整 

 
Ｉ２－Ａ２群 

 
１０頭＋α 

 
 ３頭 

 
 個体数調整 

 
Ｓ２群 

 
２４頭＋α 

 
  ７頭 

 
 個体数調整 

 
Ｏｓ２群 

 
３５頭＋α 

 
１１頭 

 
 個体数調整 

 
Ａ２－８４Ａ群 

 
２９頭＋α 

 
 ９頭 

 
個体数調整 

 
Ａ２－８４Ｂ群 

 
１５頭＋α 

 
 ５頭 

 
  個体数調整 

 
Ａ８７－Ｂ群 

 
４６頭＋α 

 
１４頭 

 
  個体数調整 

 
ハナレザル 

 
－ 

 
４１頭 

 
  加害個体除去 

 
合  計 

 

 
捕獲上限     ５８９頭 

 

   ※ 今後、群れの状況によっては、捕獲対象を変更することもあるが、その際の捕獲頭数

は今回の捕獲予定頭数合計の５８９頭を上限として対応する。 
   ※ 生息頭数について、青森県令和７年度(2025 年度)下北半島ニホンザルモニタリング調

査報告書を参考。 
 
１１．現状変更等により生ずべき物件の滅失・若しくはき損又は景観の変化その他現状変更等が

史跡、名勝又は天然記念物に及ぼす影響に関する事項 
    第３次第二種特定鳥獣管理計画に基づく加害群除去等については、「下北半島ニホンザル対

策評価科学委員会」が開催された結果、申請頭数内の捕獲であれば、下北地域個体群が永続

できる規模であり、特に問題ないとの見解である。また、捕獲したニホンザルのデータを記

録することにより保護管理のための資料とするなど天然記念物の保存に及ぼす影響等につい

て配慮されているものである。 
 
１２．現状変更等の着手及び終了の予定年月日 
      着 手  令和８年９月 １日 
      終 了  令和９年８月３１日 
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１３．現状変更等に係わる地域の番地 青森県むつ市一円（別添・地形図のとおり） 
 
１４．現状変更等に係わる工事その他の行為の施行者の氏名及び住所 
   ・ むつ市脇野沢瀬野川目４８－２                         山崎 秀春 
   （北限の野生動物管理センター理事等・向精神薬試験研究施設設置者登録者） 
 

・ むつ市柳町二丁目１０－９                    蒲  裕喜 
（むつ市農林水産部農林畜産課総括主幹・わな猟免許保持者） 
 

・ むつ市田名部字女館２７－４中島貸家Ⅱ              相内 一彦 
（むつ市農林水産部農林畜産課主任・わな猟免許保持者） 

 
  ・ むつ市脇野沢桂沢１５３－５                   近藤 涉 
    (むつ市農林水産部農林畜産課野猿公苑管理人) 
 
  ・ むつ市脇野沢渡向１０９－４                   加藤 恵哉 
    (むつ市農林水産部農林畜産課野猿監視人・わな猟免許保持者) 
 
  ・ むつ市脇野沢瀬野川目７８－５                  日隅 雅晃 
  (むつ市農林水産部農林畜産課野猿監視人) 

 
・  むつ市脇野沢黒岩５３１                     柴田 隼 

    (むつ市農林水産部農林畜産課野猿監視人・わな猟免許保持者) 
 

・  むつ市大畑町本町８０－２０                   石川 彰 
（むつ市農林水産部農林畜産課野猿監視人） 

 
・ むつ市新町２４－２２                      冨岡 伸司 

   （むつ市農林水産部農林畜産課野猿監視人） 
 

・  むつ市川内町熊ヶ平１７３－１０                 藤江 正春 
   （むつ市農林水産部農林畜産課野猿監視人・わな猟免許保持者） 
 

・  むつ市脇野沢渡向１０５－１                   橋本 政敏 
   （むつ市農林水産部農林畜産課野猿監視人） 

 
・  むつ市金曲一丁目２０－１４                   坂本 幸喜 

   （むつ市農林水産部農林畜産課野猿監視人） 
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１５．その他参考となるべき事項 
      【添付書類】 
      ①むつ市に生息するニホンザルの個体群等管理概要 
      ②むつ市に生息するニホンザル生息状況分布及び捕獲区域図 
   ③捕獲檻（箱わな）仕様書・参考資料 
   ④狩猟免状・向精神薬試験研究施設設置者登録証 

⑤ニホンザル捕獲記録（様式） 
      ⑥下北半島に生息するニホンザルの個体群と個体数（令和７年度） 
      ⑦下北半島のニホンザルによる農作物等被害の推移〔市町村別〕 
   ⑧令和８年度むつ市ニホンザル管理事業実施計画書 
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むつ市に生息するニホンザルの個体群等管理概要について

１．加害群による被害状況について

● Ｓ１－Ａ群、Ｓ１－Ｂ群、Ｓ２群（恐山街道から高梨地区）について

平成１９年度に群れが確認され、むつ市の市街地側へ行動域が拡大傾向である。平成２７年

度から高梨地区へ出没し、残渣野菜を採食するなど、季節的に集落での目撃が増加している。

Ｓ群が令和２年度にＳ１－Ａ群・Ｓ１－Ｂ群・Ｓ２群の３つの群れにし、それぞれの群が一

年を通じて人家周辺及び耕作地へ出没している。加害群除去等の被害対策を講じてはいるが、

依然として農作物被害が発生している。

● Ｉ２－Ａ１群、Ｉ２－Ａ２群（大畑町、風間浦村下風呂地区）について

Ｉ２－Ａ１・Ａ２群は風間浦村下風呂地区及び大畑町の赤川・佐助川・木野部・釣屋浜・二

枚橋・大畑道地区を行動域とし、一年を通じて群れ全体で人家周辺及び耕作地へ出没しており、

被害対策を講じているが、農作物被害が発生している。

● Ｏｓ１群、Ｏｓ２群（奥薬研～恐山～城ヶ沢及び桜木町地区）について

Ｏｓ１群は城ヶ沢地区に出没するようになり、農作物に被害をあたえている。

Ｏｓ２群は桜木町付近にたまに出没している。

被害の拡大を防ぐため、加害群除去等の被害対策を講じていく。

● Ｋｏ２－Ａ群、Ｋｏ２－Ｂ群（大畑町、高梨、関根地区）について

以前は小目名から新田地区周辺を行動域としていたが、現在、高梨から関根地区方面にも行

動域を拡大し、季節的に人家周辺及び耕作地に出没し、農作物被害を及ぼしている。

Ｋｏ２群が令和３年度にＫｏ２－Ａ群・Ｋｏ２－Ｂ群の２群の群れになり、さらに行動範囲

が広がり、追い払い等の対策が追いついていない。また、以前出没しなかった耕作地へも出没

し、被害の拡大が懸念されている。

● Ａ２－８４Ａ群、Ａ２－８４Ｂ群（脇野沢地区）について

Ａ２－８４群が平成１９年度にＡ２－８４Ａ群・Ａ２－８４Ｂ群・Ａ２－８４Ｃ群の３つの

群れに分裂し、このうち、Ａ２－８４ＡとＡ２－８４Ｂ群が一年を通じて人家周辺及び耕作地

へ出没している。加害群除去等の被害対策を講じ対策の効果がみられているが、依然として農

作物被害が発生している。

行動域は、脇野沢九艘泊地区から七引地区・辰内地区までとしているが、Ａ２－８４Ａにつ

いては新たに北側の滝山地区や東側の口広地区に拡大傾向である。

● Ａ２－８５群（脇野沢地区、川内町蛎崎及び宿野部地区）について

Ａ２－８５群は現在、脇野沢滝山地区から川内町宿野部地区までを行動域とし、加害群除去

等の被害対策の効果がみられている。

一年を通じて群れ全体で人家周辺及び耕作地へ出没し、集落への依存度も高いことから、こ

れまで通り、被害対策を講じていく必要がある。

● Ａ８７－Ａ群、Ａ８７－Ｂ群（脇野沢地区）について

Ａ８７－Ａ群は、脇野沢九艘泊地区から田ノ頭地区まで行動域としているが、近年、東側へ

拡大傾向である。季節的に農地へ出没し、電気柵等の被害対策を実施しているが、農作物被害
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が発生している。

Ａ８７－Ｂ群は、脇野沢ガンケ山周辺から九艘泊地区を行動域としており、たまに集落に下

りて、農作物被害や生活環境被害が発生している。

● Ｏ１－Ａ群、Ｏ２－Ｂ群（脇野沢地区）について

Ｏ群の分裂群で平成１６年度頃、２つ（Ｏ１群とＯ２群）に分裂し、平成２２年度にＯ２群

が２つ（Ｏ２－Ａ群とＯ２－Ｂ群）に分裂、平成２５年度にＯ１群が２つ（Ｏ１－Ａ群とＯ１

－Ｂ群）に分裂、令和７年にＯ２－Ｂ群が２つ（Ｏ２－Ｂ１群とＯ２－Ｂ２群）に分裂し現在

に至っている。

Ｏ１－Ａ群については、滝山地区周辺を行動域としていたが、年々南下し、田ノ頭地区まで

行動し、農作物被害を及ぼしている。

Ｏ２－Ｂ１及びＢ２群については、源藤城・滝山地区周辺を行動域とし、追い払い等の対策

をおこなっても、人がいなくなるときを見計らって耕作地へ出没し、農作物被害を及ぼしてい

る。

● Ｍ２－Ｂ１群、Ｍ２－Ｂ２群（川内町湯野川～家ノ辺地区）について

一年を通してに湯野川～安部城地区に出没し、農作物に被害を与えており、追い払い等の対

策をおこなっている。

頭数増加に伴い、令和７年度に分裂し、農作物及び生活環境被害の拡大が懸念されるため、

加害群除去等の対策を講じていきたい。

● Ａｂ１群、Ａｂ２群（川内町安部城～下小倉平地区）について

川内町安部城～銀杏木地区を行動域としていたが、年々南下し、下小倉平地区まで行動範囲

を広げ、令和７年度には、安部城周辺を行動域とするサルと下小倉平地区周辺を行動域とする

サルに分裂している。

群れの分裂と行動域の拡大に伴い、農作物被害の拡大が懸念されるため、加害群除去等の対

策を講じていきたい。

２．ハナレザルによる被害状況について

● むつ市街地について

城ヶ沢から関根地区周辺にそれぞれ１～２頭ずつ出没しており、直接的被害は発生してい内

が、住宅地等に出没しているため、人家侵入等の被害が懸念されている。

● 大畑町について

木野部から正津川地区周辺にそれぞれ１～２頭ずつ出没し、付近の耕作地で農作物に被害を

与えている。

● 川内町について

袰川からは蛎崎地区及び畑地区周辺にそれぞれ１～２頭ずつ出没しており、農作物被害もで

ている。

● 脇野沢について

小沢から源藤城及び寄浪地区周辺に１～３頭ずつ出没し、農作物及び生活環境被害も出てい

るため、捕獲や追い払い等の対策をおこなっている。
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３．現在とられている防除対策について

【野猿監視人及び鳥獣被害対策実施隊】

むつ市では、旧脇野沢村から猿害防止のため、野猿監視人を１年を通して配置している。現

在は野猿監視人及び鳥獣被害対策実施隊と改め、脇野沢地区４名、川内地区１名、むつ地区２

名、大畑地区１名体制で追い上げ・追い払い及びモニタリング調査（個体群・個体数・行動域

等調査）を行っている。

サルの群れには、テレメトリー発信器を装着させ、受信機により群れの位置を常に確認し、

人家周辺及び耕作地へ出没する際に、電動ガン、パチンコ等を使用し、被害軽減に努めている。

また、人的被害及び人家侵入被害が発生した際には、いち早く状況等を確認し、問題個体の

特定に努めている。

【モンキードッグによる追い上げ】

むつ市では、犬を活用した追い上げ・追い払いを平成２０年度から脇野沢地区、平成２３年

度から大畑地区、平成２６年度から川内町野平地区で導入し、令和８年度現在は脇野沢地区に

２頭おり、農作物被害等の軽減を図っている。

導入にあたり、警察犬訓練所と協議し、訓練士が犬種や個体を選定、基礎訓練を行いながら、

５月～１０月の月２回程度現地にて実際にサルを追う訓練を行っている。

運用方法は、野猿監視人及び鳥獣被害対策実施隊が監視業務の際、モンキードッグ犬舎から

各群れの出没場所に引き連れて追い上げを行う。

【住民による追い払い】

サルの出没状況に応じて地域住民に対し、追い払いの協力を求めている。出没の際には、積

極的に耕作地へ駆けつけ追い払いを行い、自己防除の意識が高まっている地域もある。

【電気柵の設置】

農作物被害防止として鳥獣被害対策実施隊による追い上げ等とともに国及び県の補助を受け

カモシカ食害対策事業により1997年（平成9年度）から2006年（平成18年度）まで簡易型電気

柵を設置している。（14,048ｍ設置）

さらに中山間地域総合整備事業及び里地棚田保全整備事業により、国・県の補助事業を導入

し、鳥獣害防止柵等を脇野沢地区、大畑地区に整備している。（13,042ｍ設置）

また、平成20年度に初めて文化庁の補助を受け、ニホンザル食害対策事業により、猿用電気

ネット柵・京大方式電気柵をむつ地区・大畑地区、川内地区、脇野沢地区に設置（平成20～令

和 年度29,080ｍ設置）し、近年は650ｍ前後の延長の電気柵の設置をすすめ、農作物被害等

の防止対策とする。

４．危害防止のための措置等

麻酔銃による捕獲については、天候及び場所を選び安全を確認しながら麻酔銃を使用する。

麻酔薬の取扱にあたっては、向精神薬試験研究施設設置者の下、催眠鎮静剤デクスメデトミ

ジン塩酸塩を使用し、捕獲時の体重見積りを正確にすることで麻酔薬の過剰量投与を避け、ニ

ホンザルに与える危険を極力回避する。

ニホンザルに対しては、過度の負担をかけないために「デクスドミトール０．１」を２ml使

用する。これは、ケタミンに換算すると１００㎎であるため、鳥獣保護法で定める１回のケタ

ミン投与量が５７００㎎を超えないため危険猟法にはあたらない。

また、周囲に人がいる恐れのあるような場所では捕獲しない。更には麻酔銃の発射の際には、
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補助者が周囲の安全を確認し細心の注意を払い、予期せぬ事故を防止する。
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